



















































物象化された世界を表している。」(Bell, D., 1976, p. 11) ここでは権威は個人に

































































































































































































































































































































ところでベルは，１９７９年と８０年に Encyclopedia of Britanica のために書い









































































２） Waters Malcolm (1996) が分析しているように，３領域の区分とその領域の名称に関しては，















対して，今日では知識価値説が重要であるということである (Bell, Daniel, 1999,
xv-xvii)。
勿論，ベルは技術―経済領域が政治領域や文化領域を決定すると考えたわけ








































































































































































































ベルは１９８４年に，“Through the Looking Glass: The Budget Debate and the












































Daniel and Lester Thurow, 1985, pp. 72-73)。
最後にベルは，本講演は構造的赤字を主題にしたものであり，その他にも以
下のような重要な構造的問題が存在していることを指摘している。一つは，新
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